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令和３年10月臨時会（第７回）

令和３年12月定例会（第８回）

　  

第78号第78号

もくじもくじ

次の議会定例会は、３月９日開会予定です。
傍聴などについてのお問合わせは、議会事務
局にお気軽にお尋ねください。
　電話　０９８４－４２－５１３８（直通）

※議会傍聴をしてみませんか。

成人おめでとうございます。成人おめでとうございます。
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今年もよろしくお願いします。今年もよろしくお願いします。

第７回 臨時会（令和３年１０月２２日）
１０月臨時会のあらまし

　令和３年１０月２２日臨時会は、令和３年度一般会計補正予算３件と町

長、副町長及び教育長の給与減額に関する条例改正が上程され、すべて可

決しました。

各種補正予算の主な内容

◇専決第16号　令和3年度高原町一般会計補正予算（第12号）
　・新型コロナウイルス感染症対策事業（事業者収入減対策事業補助金）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・6,000千円
　
◇専決第17号　令和3年度高原町一般会計補正予算（第13号）
　・新型コロナウイルスワクチン接種事業・・・・・・・・・54,253千円
　・公共土木施設災害復旧費（現年災害）委託料・・・・・・4,000千円
　
◇議案第57号　令和3年度高原町一般会計補正予算（第14号）
　・高原町支援対象児童等見守り強化事業委託料・・・・・・9,723千円
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第８回 定例会（令和３年１２月８日〜１２月１５日）
１２月定例議会のあらまし

　令和３年１２月定例会は、１２月８日に招集され、１２月１５日までの８日
間の日程で開催されました。
　今定例会は、閉会中審査となっていた令和２年度の一般会計歳入歳出決算認
定、特別会計決算及び公営企業会計決算の認定をはじめとして、令和３年度補
正予算７件、人事案件２件、条例改正４件、その他２件の審議を行い、いずれ
も提案のとおり可決しました。
　また、議員発議として特別委員会設置に関する決議１件を採択しました。
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　令和２年度決算の歳入総額は８１億２,６９１万２千円で、前年度と比較して２億２,８６６万
２千円（2 . 9 ％）の増、歳出総額は７８億８,２８３万２千円で、前年度と比較して７,８８１万
２千円（1 . 0 ％）の増となりました。
　歳入歳出差引き残高は２億４,４０８万円、実質収支額は翌年度へ繰り越すべき財源を差し引
いた９,２６７万９千円となっています。

各特別会計と工業用水道事業会計決算

高原町住宅新築資金等貸付事業

高原町農業集落排水事業

高原町国民健康保険 1,462,007,700
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7,765,941
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1,979,224
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0

764

5,316,638

保険事業勘定

サービス事業勘定

高原町
介護保険事業

高原町後期高齢者医療

高原町工業用水道事業会計

区　分 歳　入 歳　出 差引残高

※工業用水道事業会計については、資本的収入及び支出の決算額

労働費
2,160
0.0%

※構成比は、四捨五入の関係で合計額が１００にならない場合があります。
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○認定第１号　令和２年度高原町一般会計歳入歳出決算認定についての委員会意見

　（一般会計予算・決算常任委員会）

　　　令和２年度は、未曾有の災害とも言える新型コロナウイルス感染症の脅威にさらされ、農畜

　　産業を始め、観光業・飲食業などの事業者にとって大打撃を受けた１年であったと言える。国

　　の緊急経済対策も十分な効果があったとは言えず、経済回復に至るまでは、まだまだ道半ばと

　　言える。そのような厳しい状況の中にあっても、適切に予算執行がなされたものと評価できる。

　　　なお、本町においては、新型コロナウイルス感染症対策はもとより、地方創生、雇用対策、

　　防災・減災対策やデジタル化の実現とともに、社会保障等への対応に迫られており、今後も気

　　を緩めることなく、町発展のために職員一丸となって立ち向かって行かれることを強く望む。

○議案第５４号　令和２年度高原町水道事業利益の処分及び決算認定についての委員会意見

　（総務経済常任委員会）

　　　水道料の未収金については、令和３年６月３０日現在で、２１４人の１９８万６，２９０円

　　となっており、未納者数と未納額ともに増加している。受益者間負担の公平性を確保し、今後

　　とも健全経営を図り、安心、安全な水の供給に努められたい。

○認定第４号　令和２年度高原町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定についての委員会意見

　（文教厚生常任委員会）

　　　一人あたりの医療費は４３万８，８７９円と県内の高い方から７番目であり、県内市町村平

　　均３９万７，７７８円を上回っている。今後も高齢化への移行による保険給付費は増加するも

　　のと見込まれ、依然として厳しい収支の状況にある。

　　　そのような中、財政運営の責任主体となった県との方向性を共有しつつ、滞納者への徴収努

　　力をはじめ、医療費抑制につながる健康づくりの推進、社会保険制度としての負担の公平性を

　　確保し、財政健全化を図るためにも、なお一層の徴収率向上に努められたい。

○認定第７号　令和２年度高原町病院事業決算認定についての委員会意見

　（文教厚生常任委員会）

　　　令和２年度の高原町病院事業の経営は、新型コロナウイルス感染症対策に係る国・県からの

　　補助金を受け入れたことにより、一般会計からの基準外繰入はなく、損益計算書においては純

　　利益が計上されているが、一企業経営体としては依然危機的な状況である。継続的な医師確保

　　対策や人件費の適正化、その他経費のコスト削減に踏み込まれ、新型コロナウイルス感染症へ

　　の対応を含めた地域医療提供体制の保持整備により、医療サービスを提供しながら健全化へ取

　　り組まれることを切に要望する。

決算審査報告

▲御池皇子港園地進入路（現地調査） ▲並木旭台線舗装補修工事（現地調査）



企業会計決算審査報告
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12月定例会　主な内容

◇議案第５４号　高原町水道事業利益の処分及び決算認定について
　　水道事業は営業収益が１億６，９６０万８，５２７円、営業費用が１億５，６１２万８，２３９
　円で、１，３４８万２８８円の営業利益となっています。営業外収益は２，２８４万３，７４１円
　で営業外費用が１，３９１万２，３６２円、営業外利益は８９３万１，３７９円となっています。
　資本的収入の合計が２，４７５万２，３８３円、資本的支出の合計が１億６５９万５，１８２円と
　なり、不足する額８，１８４万２，７９９円は損益勘定留保資金（過年度分・当年度分）８５８万
　２，１５５円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額４３５万７，１９８円、建設改良
　積立金８９０万３，４４６円で補てんされています。

◇認定第７号　令和２年度高原町病院事業決算認定について 
　　医業収益は６億１９４万７３３円で、医業費用が９億１，８１６万９，０６８円、医業損失が３
　億１，６２２万８，３３５円となっています。医業外収益の他会計負担金１億３，３１０万３，２
　０４円、新型コロナウイルス感染対策に係る国・県からの補助金２億１９２万６，０００円や、退
　職給付引当金の戻入益５，８６１万２，６１０円が特別利益に計上されたことから、６，５８８万
　４，８４８円の純利益計上となっています。資本的収入は４，４２８万２６１円、資本的支出は
　７，９３２万７５０円で、資本的収入額が資本的支出額に不足する額３，５０４万４８９円は、過
　年度分損益勘定留保資金３，４７９万５，６７０円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調
　整額２４万４，８１９円で補てんされています。

◇専決第１８号　令和3年度高原町一般会計補正予算（第１５号）
　・子育て世帯への臨時特別給付金支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・６４，１６２千円
　・たかはる宿泊施設利用助成事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４，２００千円

◇議案第６４号　令和３年度高原町一般会計補正予算（第１６号）
　・地域交通機関運行維持対策補助金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４３０千円
　・通信環境整備事業（御池キャンプ村）・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８，２１６千円
　・障害者自立支援医療費（扶助費）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４，７４０千円
　・障害者介護給付・訓練等給付費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２６，７３５千円
　・児童手当・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２，７１１千円
　・霧島美化センター事業（償還金、利子及び割引料）・・・・・・・・・・・・６７，４９２千円
　・みやざき特産野菜価格安定対策事業補助金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８７５千円
　・高原町創業・起業支援事業補助金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１，８００千円
　・宮崎フリーウェイ工業団地立地促進補助金・・・・・・・・・・・・・・・・・６，１５０千円
　・町道改良事業費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１，９５２千円
　・新型コロナウイルス感染症対策事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６５０千円
　・高原町立小中学校施設整備事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５，０００千円
　・一般コミュニティ助成事業補助金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１，２００千円
　・高原町公共施設等整備基金への積立金・・・・・・・・・・・・・・・・・・５０，４８１千円
　・「神武の里たかはる」まち・ひと・しごと推進基金への積立金・・・・・・・・６，３００千円
　　（企業版ふるさと納税による寄附金を次年度以降に活用するためのものです。）

◇議案第６５号　令和３年度高原町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）
　・高齢者生きがい活動促進事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９９４千円

◇議案第６８号　令和３年度高原町病院事業会計補正予算（第２号）
　・病院事業収益（補助金）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３０，００９千円

◇議案第６９号　令和３年度高原町一般会計補正予算（第１７号）
　・子育て世帯への臨時特別給付金支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・６，２００万円
　　追加されたことにより、高校生までの子どもがいる世帯に、１人当たり１０万円を給付すること
　になりました。

・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・
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○実 施 日　令和３年１１月１６日　(水)

○研修内容　

　　公認心理師・臨床心理士　勝吉　恵美子氏をお招きし、発達障害

　とはどういうことか、初歩的分野から研修をおこなった。

○考　　察

　　生まれつき、備わっている脳の特性を見ると著名人も発達障害であったと公表している

　人もいる。困っていれば「障害」、困っていなければ「個性」

　でありこの事実をどのように受け止めるかであった。

　　発達障害について、わかりやすく、理解しやすい説明を

　受け、今後の議会活動に活かせる講演であった。公認心理

　師との意見交換を通して、発達障害の現状を調査研究し、

　今後、発達障害に関する未就学児、児童、生徒の福祉・教

　育分野施策への提言等に生かしていきたい。

委員会報告

総務経済常任委員会の所管事務調査

文教厚生常任委員会の所管事務調査

○実 施 日　令和３年１１月１１日（木）　　出席者　１７名 

○調査内容　建設業関係者との意見交換会 

○考　　察

　　コロナ禍での現状については、民間建物等の受注減や工事資材の納入遅れによる、工期

　延長に伴い、経費の増などが見られ影響が多くあった。

　　後継者や担い手（技術者）については、小規模事業者ならではの身内後継者育成の難し

　さや、若手就労不足と高齢化問題に苦慮されていた。また、専門技術者育成の為、西諸管

　内の小林秀峰高校等の専門技術者養成学校の新設を強く要望された。

　　公共工事発注については、年間を通しての工事発注を希望され、また、工事検査方法の

　在り方や工事経費増額などの配慮を強く望まれた。

　　災害時の対応については、業者不足による取り組みの遅れや、業界組織機能への在り方

　等により、行政による住民の初期自助能力を望む声が聞か

　れた。

　　今回の意見交換会を受けて、建設業関係者からは、事前

　のアンケート調査の実施や、開催時期等を考慮し、継続を

　望まれた。

　　以上のことから、地域事業者の育成や支援継続に向けて、

　各関係機関との連携を図りながら引き続き施策提言に取り

　組んでいきたい。

○発委第３号・・・高原病院に関する特別委員会の名称及び目的の変更について、高原病院、

学校及び庁舎をはじめとする公共施設等の今後の整備や在り方等調査研究を行うため、「高原

病院改革特別委員会」を「公共施設の在り方検討特別委員会」に改めました。
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令和３年　第７回臨時会議議決結果

令和３年　第８回定例会議議決結果

承　認
第13号

専決処分について（専決第１６号）
令和 3年度高原町一般会計補正予算（第１２号）

承　認
第14号

専決処分について（専決第１7号）
令和 3年度高原町一般会計補正予算（第１3号）

議　案
第56号 町長等の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例

議　案
第57号 令和 3年度高原町一般会計補正予算（第１４号）

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

議 案

番 号
件　　　　　　名

議
決
結
果

承
認

−●○○●●○○○○可
決

可
決

承
認

⑥
福
澤
卓
志

⑨
前
原
淳
一

⑧
入
佐
廣
登

④
中
村   

昇

②
反
田
吉
已

⑦
末
永
　
充

①
陣   

圭
介

③
松
元
茂
春

⑤
温
水
宜
昭

⑩
温
谷
文
雄

議 案

番 号
件　　　　　　名

議
決
結
果

福
澤

前
原

入
佐

中
村

反
田

末
永

陣 松
元

温
水

温
谷

「○」：賛成、「●」：反対、「除」：除斥、「棄」：棄権、「欠」：欠席

令和２年度高原町水道事業利益の処分及び決算認定について
議　案
第54号 −○○○○○○○○棄

び
認
定

可
決
及

高原町個人情報保護条例の一部を改正する条例
議　案
第58号 −○○○○○○○○○可

決

学校基金の設置・管理及び処分に関する条例の一部を改正する条例
議　案
第59号 −○○○○○○○○○可

決

高原町環境保全条例の一部を改正する条例
議　案
第60号 −○○○○○○○○○可

決

「神武の里たかはる」のまち・ひと・しごと推進基金条例
議　案
第61号 −○○○○○○○○○可

決

指定管理者の指定について（狭野保育所・後川内保育所・広原保育所）
議　案
第62号 −○○○○○○○○○可

決

令和 3年度高原町一般会計補正予算（第１６号）
議　案
第64号 −○○○○○○○○○可

決

令和 3年度高原町介護保険事業特別会計補正予算（第 2号）
議　案
第65号 −○○○○○○○○○可

決

令和 3年度高原町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1号）
議　案
第66号 −○○○○○○○○○可

決

令和 3年度高原町水道事業会計補正予算（第 1号）
議　案
第67号 −○○○○○○○○○可

決

令和 3年度高原町病院事業会計補正予算（第 2号）
議　案
第68号 −○○○○○○○○○可

決

令和 3年度高原町一般会計補正予算（第１７号）
議　案
第69号 −○○○○○○○○○可

決

高原病院に関する特別委員会設置に関する決議の変更について
発　委
第３号 −○○○○○○○○○可

決

租税特別措置法第八十九条の施行に関する法整備を求める意見書
発　議
第３号 −●●●●●○●○○否

決

指定管理者の指定について（高原町林業野外活動施設・高原町皇子原公園・高原町御池キャンプ村）
議　案
第63号 −○○○○○○○○○可

決

−

令和２年度高原町一般会計歳入歳出決算認定について
認　定
第１号 −○○○○○●○○棄認

定

令和２年度高原町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定について
認　定
第２号 −○○○○○●○○棄認

定

令和２年度高原町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について
認　定
第３号 −○○○○○○○○棄認

定

令和２年度高原町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について
認　定
第４号 −●○○○○●○○棄認

定

令和２年度高原町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について
認　定
第５号 −○○○○○●○○棄認

定

令和２年度高原町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について
認　定
第６号 −○○○○○●○○棄認

定

令和２年度高原町病院事業決算認定について
認　定
第７号 −○○○○○○○○棄認

定

令和２年度高原町工業用水道事業決算認定について
認　定
第８号 −○○○○○○○○棄認

定

令和３年度高原町一般会計補正予算（第１５号）
議　案
第15号 −○○○○○○○○○承

認

公平委員会の委員の選出について（相良　　績）
議　案
第４号 −○○○○○○○○○同

意

公平委員会の委員の選出について（福元　孝一）
議　案
第５号 −○○○○○○○○○同

意

公平委員会の委員の選任
○相 良　績さん……再 任　　　○福 元　孝 一さん……新 任　
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末永　　充議員
すえなが　   　みつる

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て

所
の
増
設
等
の
誘
導
も
含
め
、

企
業
誘
致
活
動
を
行
っ
て
い

く
。

問　
地
域
商
社
の
設
立
予
定

は
。　

答　
令
和
４
年
度
に
、
物
産

と
観
光
を
中
心
に
様
々
な
ま

ち
づ
く
り
の
事
業
を
行
う

「
地
域
商
社
」
の
設
立
を
目

指
す
。

問　
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に

し
て
進
め
て
い
る
の
か
。

答　
財
団
設
立
準
備
室
に
お

い
て
、
事
業
承
継
、
庁
舎
内

若
者
に
よ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
で
の
事
業
創
造
、
民

間
企
業
と
の
連
携
協
定
の
締

結
、
産
業
官
民
連
携
推
進
官

の
配
置
な
ど
、
町
内
に
お
け

る
民
間
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
や
、

様
々
な
分
野
に
お
け
る
キ
ー

マ
ン
（
重
要
人
物
）
の
創
出

に
向
け
た
仕
掛
け
づ
く
り
を

進
め
る
。　
　
　
　

○
工
業
団
地
に
つ
い
て

問　
工
業
団
地
内
の
環
境
整

備
は
、
ど
の
よ
う
な
形
態
で

実
施
す
る
の
か
。

答　
法
面
の
除
草
作
業
な
ど

の
管
理
に
お
い
て
は
、
進
出

企
業
の
取
得
用
地
に
接
す
る

面
は
企
業
側
で
、
歩
道
等
に

接
す
る
面
は
高
原
町
で
管
理

す
る
。
未
分
譲
地
に
係
る
分

は
宮
崎
県
で
行
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問　
町
道
脇
の
未
舗
装
部
分

は
ど
う
す
る
の
か
。

答　
工
業
団
地
内
の
道
路
や

歩
道
の
安
全
確
保
と
未
舗
装

部
分
の
改
善
等
に
努
め
る
。

問　
企
業
と
の
管
理
規
定
は

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。　
　
　
　
　
　
　
　

答　
企
業
の
方
や
地
域
住
民

の
方
も
含
め
多
く
利
用
さ
れ

て
お
り
、
必
要
な
安
全
対
策

を
講
じ
て
い
る
。
令
和
２
年

度
に
、
宮
崎
県
と
連
携
し
て

排
水
路
整
備
工
事
も
行
い
、

水
路
の
か
さ
上
げ
工
事
や
防

護
柵
工
事
を
行
っ
て
い
る
。

○
教
育
環
境
整
備

問　
小
学
校
整
備
の
基
本
構

想
及
び
設
計
の
進
め
方
は
。　

答　
建
設
す
る
際
の
条
件
等
、

建
設
に
あ
た
っ
て
の
考
え
方

を
整
理
し
た
「
基
本
構
想
」

を
本
年
度
中
に
策
定
す
る
。

次
に
基
本
計
画
を
も
と
に
基

本
設
計
図
を
作
成
し
、
建
設

に
係
る
概
算
金
額
を
積
算
す

る
基
本
設
計
を
行
う
。
今
定

例
会
に
て
、
高
原
町
立
小
中

学
校
施
設
整
備
事
業
基
本
計

画
等
策
定
業
務
と
し
て
１
千

５
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い

る
。

問　
住
民
説
明
会
は
、
い
つ

実
施
す
る
の
か
。

答　
公
の
た
て
も
の
等
整
備

検
討
委
員
会
に
小
学
校
建
設

地
や
庁
舎
建
設
地
等
の
町
の

方
針
を
支
持
頂
い
た
。
今
回
、

基
本
計
画
策
定
業
務
が
進
め

ら
れ
る
と
５
月
に
住
民
説
明

会
を
実
施
す
る
。　
　

○
農
産
物
の
販
売
に
つ
い
て

問　
交
通
ア
ク
セ
ス
等
を
活

か
し
た
産
業
の
振
興
を
ど
の

よ
う
に
行
う
の
か
。

答　
事
業
者
・
農
業
者
の
売

上
向
上
を
図
る
「
農
畜
産
物

を
主
軸
に
し
た
新
商
品
開
発
」

や
、
「
情
報
発
信
や
販
路
開

拓
を
見
据
え
た
民
間
事
業
者

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
」
を
行
う
。　

問　
雇
用
の
創
出
は
ど
の
よ

う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答　
本
町
誘
致
企
業
は
、
15

業
者
で
３
６
５
名
の
雇
用
が

生
ま
れ
て
い
る
。
既
存
事
業

▲工業団地内の道路脇の未舗装部分
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ここが聞きたい　　　問＆答

中村　　昇議員
なかむら　　   のぼる

町
民
に
十
分
な
説
明
を

町
民
に
十
分
な
説
明
を

○
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問　
学
校
統
廃
合
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
の
基
本
方
針
に

は
、
児
童
・
生
徒
の
保
護
者

と
地
域
住
民
に
、
十
分
に
協

議
を
重
ね
て
統
合
を
す
す
め

る
と
あ
る
。
ま
た
町
立
病
院

の
規
模
縮
小
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
変
わ
る
の
か
、
不
安

を
持
つ
町
民
も
お
ら
れ
る
と

思
う
。
今
後
、
町
民
に
ど
の

よ
う
に
説
明
さ
れ
る
の
か
。

答　
２
期
目
の
公
約
な
ど
に

つ
い
て
説
明
し
た
い
。
時
期

は
来
年
５
月
以
降
に
各
地
区

で
座
談
会
形
式
で
行
い
た
い
。

保
護
者
に
つ
い
て
は
別
途
学

校
で
行
う
。

問　
「
学
校
の
あ
り
方
検
討

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
」

で
は
各
小
中
学
校
と
も
約
半

数
以
上
が
統
合
を
す
す
め
る

べ
き
と
あ
る
一
方
、
す
す
め

る
べ
き
で
は
な
い
が
２
割
以

上
あ
る
。
ま
た
統
合
の
時
期

に
つ
い
て
は
「
保
護
者
や
地

域
の
機
運
が
高
ま
っ
て
か
ら
」

が
46
％
あ
り
、
丁
寧
な
説
明

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環

境
を
良
く
し
た
い
思
い
が
あ

る
の
で
、
き
め
細
か
な
、
丁

寧
な
説
明
を
し
た
い
。

○
町
立
病
院
に
つ
い
て

問　
町
立
病
院
の
経
営
改
革

と
し
て
経
営
規
模
の
縮
小
を

す
す
め
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て

い
る
か
。

答　
令
和
４
年
４
月
よ
り
現

在
の
56
床
か
ら
17
床
を
休
床

し
、
39
床
と
す
る
。
こ
の
う

ち
10
床
を
コ
ロ
ナ
病
床
と
す

る
。
町
民
に
は
十
分
な
周
知

を
行
う
、
医
療
体
制
へ
の
影

響
は
な
い
と
考
え
る
。

問　
17
休
床
で
交
付
税
は
ど

う
変
わ
る
か
。
看
護
師
に
つ

い
て
は
。

答　
交
付
税
算
定
が
令
和
３

年
か
ら
許
可
病
床
か
ら
稼
働

病
床
（
最
大
使
用
病
床
数
）

に
な
り
、
約
２
千
１
０
０
万

円
の
減
収
に
な
る
。
看
護
師

に
つ
い
て
は
病
床
で
の
一
定

の
見
直
し
が
必
要
と
考
え
る

が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、

慎
重
な
対
応
が
必
要
。

○
少
子
化
対
策

問　
公
約
の
子
育
て
に
か
か

る
経
済
的
負
担
ゼ
ロ
の
実
現

に
つ
い
て
は
。

答　
国
保
の
均
等
割
り
に
つ

い
て
来
年
度
か
ら
未
就
学
児

を
国
が
２
分
の
１
を
負
担
す

る
た
め
、
残
り
を
で
き
な
い

か
前
向
き
に
実
行
し
た
い
。

○
教
育
行
政

問　
町
民
体
育
館
分
館
は
、

国
の
登
録
有
形
文
化
財
と
な

っ
た
が
、
耐
震
化
の
計
画
は
。

答　
現
状
で
は
優
先
的
な
整

備
に
至
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

耐
震
化
が
終
了
す
る
ま
で
使

用
制
限
を
行
い
た
い
。

問　
小
学
校
副
読
本
の
用
水

路
開
発
の
と
こ
ろ
で
、
「
鹿

児
島
県
」
か
ら
が
抜
け
て
お

り
、
史
実
に
基
づ
き
正
確
に

教
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答　
修
正
を
行
う
。

▲広原小学校
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陣　　圭介議員
じん　　      けいすけ

○
公
営
住
宅

問　
定
期
点
検
は
。

答　
建
物
内
に
入
る
点
検
等

は
実
施
し
て
い
な
い
が
、
今

後
の
課
題
。
修
繕
も
、
ど
の

よ
う
な
や
り
方
が
効
果
的
か

検
討
し
た
い
。

○
町
長
の
政
治
姿
勢

問　
課
の
再
編
に
つ
い
て
考

え
は
。

答　
業
務
量
の
不
均
衡
に
つ

い
て
は
、
検
証
す
る
必
要
が

あ
ろ
う
。
副
町
長
、
各
課
長

等
か
ら
の
聞
き
取
り
を
行
い

な
が
ら
適
正
配
置
に
努
め
る
。

問　
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ

ル
ド
の
考
え
は
。

答　
大
型
の
事
業
が
予
定
さ

れ
、
財
源
の
確
保
が
大
き
な

課
題
。
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
徹
底
、

十
分
精
査
し
た
事
業
見
直
し

を
行
っ
て
い
く
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
積
極
勧
奨
が
再
開

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
積
極
勧
奨
が
再
開

○
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

問　
定
期
接
種
と
し
て
の
勧

奨
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
。

今
後
の
対
応
は
。

答　
令
和
４
年
４
月
か
ら
勧

奨
を
実
施
す
る
。
個
別
通
知

内
容
を
見
直
し
、
改
訂
後
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
す
る
。

こ
れ
ま
で
個
別
勧
奨
を
行
っ

て
い
な
い
令
和
４
年
度
に
14

歳
〜
16
歳
に
な
る
女
子
に
つ

い
て
も
、
西
諸
医
師
会
、
小

林
市
、
え
び
の
市
と
協
議
を

行
い
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

○
通
学
路
の
安
全
対
策

問　
通
学
路
に
街
灯
が
設
置

さ
れ
て
い
な
い
箇
所
の
対
応

は
。

答　
危
険
個
所
調
査
で
の
指

摘
が
あ
っ
た
個
所
は
、
随
時

必
要
性
を
判
断
し
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
。
指
摘
を
受

け
て
い
な
が
ら
実
現
し
て
い

な
い
と
こ
ろ
も
柔
軟
に
検
討

す
る
。

○
公
共
工
事

問　
工
期
の
平
準
化
に
関
し
、

検
討
し
取
り
組
ん
で
き
た
内

容
は
。

答　
工
事
実
施
の
前
年
度
に

測
量
設
計
等
業
務
委
託
の
発

注
や
「
繰
越
明
許
費
」
の
設

定
に
よ
り
、
次
年
度
の
早
い

段
階
で
の
発
注
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

○
指
定
管
理
者
制
度

問　
指
定
管
理
者
制
度
活
用

の
所
期
の
目
的
を
現
状
に
照

ら
し
た
場
合
の
評
価
、
今
後

の
方
針
は
。

答　
「
経
費
節
減
」
と
し
て

は
、
行
財
政
改
革
と
い
う
点

か
ら
も
最
大
の
効
果
を
あ
げ

て
い
る
と
は
言
え
な
い
が
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
い

う
観
点
か
ら
は
、
民
間
の
サ

ー
ビ
ス
ノ
ウ
ハ
ウ
等
の
蓄
積

が
進
み
一
定
の
成
果
は
あ
が

っ
て
い
る
と
判
断
す
る
。
指

定
管
理
者
制
度
は
、
あ
く
ま

で
も
手
段
に
過
ぎ
ず
、
今
後

も
経
営
と
い
う
点
を
意
識
し

な
が
ら
民
間
事
業
者
を
活
用

し
て
い
く
。

▲二葉団地



議会だより11

ここが聞きたい　　　問＆答

福澤　卓志議員
ふくざわ　      たくじ

後
期
高
齢
者
支
援
の
拡
大
を

後
期
高
齢
者
支
援
の
拡
大
を

問　
は
り
、
き
ゅ
う
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
等
施
術
料
助
成
限
度

の
拡
大
が
で
き
な
い
か
。

答　
検
討
し
て
い
く
。

問　
町
内
の
治
療
院
数
は
。

答　
４
ヵ
所
。

問　
受
療
証
発
行
者
数
は
。

答　
１
１
１
名
。

○
教
育
行
政

問　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
活
用

頻
度
は
。

答　
月
４
時
間
程
度
だ
っ
た

の
が
40
時
間
に
、
週
１
回
の

使
用
が
５
回
に
増
え
た
。

問　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
は
。

答　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
は
い
な

い
が
、
Ｇ
ｉ
ｇ
ａ
ス
ク
ー
ル

サ
ポ
ー
タ
ー
１
名
で
各
学
校

を
巡
回
し
て
い
る
。

問　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
自

宅
で
使
用
で
き
る
か
。

答　
今
は
ま
だ
行
っ
て
い
な

い
。
自
宅
の
ネ
ッ
ト
環
境
や

通
信
料
金
等
の
問
題
、
利
用

に
関
す
る
ル
ー
ル
な
ど
ク
リ

ア
す
べ
き
問
題
が
あ
る
が
、

で
き
る
だ
け
早
く
対
応
し
て

い
く
。

問　
本
町
の
キ
ャ
リ
ア
教
育

は
。

答　
職
業
講
話
と
職
場
体
験

を
行
い
な
が
ら
、
商
工
会
と

社
会
教
育
指
導
員
の
協
力
に

よ
り
開
拓
も
お
こ
な
っ
て
い

る
。

問　
子
ど
も
未
来
議
会
の
配

信
は
。

答　
行
っ
て
い
な
い
が
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
各
学
校
に
配
布
し
た
。

問　
子
ど
も
議
員
提
案
の
履

行
は
。

答　
お
昼
の
町
民
歌
の
放
送
、

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
挨
拶
運
動
参
加
な
ど
。

問　
自
抜
型
林
業
が
有
益
だ

と
伺
っ
た
。
勉
強
会
や
研
修

会
が
必
要
で
は
。

答　
開
催
に
努
め
る
。

問　
公
の
施
設
建
設
の
た
め

に
町
有
林
の
伐
採
・
植
林
計

画
が
必
要
で
は
。

答　
計
画
を
立
て
て
い
く
。

○
人
材
育
成

問　
職
員
研
修
費
用
は
。

答　
２
百
３
万
７
千
円
。

問　
職
員
の
研
修
機
会
は
。

答　
34
歳
ま
で
約
12
年
間
研

修
の
機
会
が
あ
る
。
35
歳
以

上
は
年
１
回
研
修
を
行
う
。

○
農
林
行
政

問　
山
林
面
積
は
。

答　
国
有
林
２
千
０
０
８
ha
、

町
・
民
有
林
２
千
１
９
３
ha
。

問　
伐
採
面
積
は
。

答　
令
和
元
年
主
伐
69
・
7

ha
間
伐
11
・　

ha
、
令
和
２

年
主
伐
45

問　
伐
採
に
よ
る
災
害
は
。

答　
近
年
は
起
こ
っ
て
い
な

い
。

問　
伐
採
後
に
災
害
が
起
こ

っ
た
時
の
対
応
は
。

答　
災
害
復
旧
等
の
対
象
に

な
ら
な
い
。
伐
採
後
は
伐
採

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
る
。

問　
林
業
の
在
り
方
等
支
援

は
。

答　
森
林
経
営
管
理
法
な
ど

の
対
処
に
は
、
林
業
事
業
体

と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
く
。

44

▲子ども未来議会の様子

ha
間
伐
４
ha
、
令

和
３
年
主
伐
46
ha
（
11
月
現

在
）
。
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温水　宜昭議員
ぬくみず　   よしあき

き
め
細
や
か
な
情
報
発
信
を

き
め
細
や
か
な
情
報
発
信
を

○
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問　
町
民
の
声
を
反
映
し
た

町
政
運
営
や
役
場
の
機
能
ア

ッ
プ
は
。

答　
町
民
の
声
を
直
接
聞
き
、

あ
ら
ゆ
る
情
報
を
通
じ
て
丁

寧
な
説
明
を
行
っ
て
い
く
。

ま
た
、
相
談
し
や
す
い
職
場

環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。

○
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事

業
に
つ
い
て

問　
接
種
状
況
は
。

答　
12
歳
以
上
の
接
種
率

（
１
回
目
88
・
49
％
、
２
回

目
84
・
27
％
）
。

問　
３
回
目
の
接
種
開
始
と

完
了
予
定
は
。

答　
令
和
３
年
12
月
14
日
開

始
、
令
和
４
年
７
月
か
ら
８

月
頃
完
了
見
込
み
。

問　
５
歳
か
ら
11
歳
の
接
種

計
画
は
。

答　
令
和
４
年
２
月
か
ら
接

種
予
定
。

○
商
工
観
光
に
つ
い
て

問　
事
業
承
継
支
援
の
取
り

組
み
は
。

答　
２
件
の
マ
ッ
チ
ン
グ
成

立
、
今
後
ネ
ッ
ト
等
で
強
化

を
図
る
。

問　
関
係
人
口
創
出
へ
の
取

り
組
み
は
。

答　
令
和
４
年
度
に
民
間
の

活
力
を
生
か
し
、
高
原
町
地

域
商
社
設
立
予
定
で
あ
り
、

商
品
や
ツ
ア
ー
開
発
を
通
し

て
関
係
人
口
創
出
を
目
指
す
。

問　
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
事
業
の
取
り
組
み
は
。

答　
周
遊
バ
ス
運
行
を
実
施

中
で
町
内
外
の
誘
客
促
進
に

努
め
て
お
り
、
継
続
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　
御
池
の
整
備
状
況
は
。

答　
皇
子
港
進
入
道
路
や
駐

車
場
整
備
を
今
年
度
中
に
完

了
予
定
。
休
憩
所
（
飲
食
店
）

建
設
は
民
間
事
業
者
で
検
討

中
。

問　
皇
子
原
公
園
の
整
備
状

況
は
。

答　
神
武
の
館
内
に
室
内
木

製
遊
具
の
部
屋
や
カ
フ
ェ
が

オ
ー
プ
ン
し
た
。
ま
た
、
公

園
内
に
屋
根
付
き
大
型
木
製

遊
具
施
設
を
建
設
中
で
あ
る
。

○
町
立
病
院
の
経
営
改
革
に

つ
い
て

問　
規
模
縮
小
の
経
緯
は
。

答　
町
民
の
様
々
な
声
を
聞

き
、
ど
の
よ
う
な
形
で
病
院

を
残
す
か
を
考
え
た
。

問　
規
模
縮
小
の
範
囲
は
。

答　
入
院
患
者
等
の
減
少
に

伴
い
、
令
和
４
年
度
か
ら
ベ

ッ
ド
数
56
床
を
39
床
（
一
般

病
床
29
床
、
コ
ロ
ナ
病
床
10

床
）
へ
17
床
休
止
を
予
定
し

て
い
る
。

問　
今
後
の
プ
ロ
セ
ス
は
。

答　
公
立
病
院
と
し
て
の
存

続
を
決
意
し
、
住
民
へ
の
説

明
を
行
い
な
が
ら
課
題
解
消

へ
向
け
て
、
あ
ら
ゆ
る
手
段

を
講
じ
て
い
く
。

▲3 回目ワクチン接種に向けて

▲大型木製遊具施設建設中
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ここが聞きたい　　　問＆答

前原　淳一議員
まえはら　 じゅんいち

問　
畑
地
か
ん
が
い
事
業
を

活
用
し
た
畑
作
営
農
の
推
進

で
は
何
を
基
幹
と
す
る
の
か
。

答　
し
ょ
う
が
、
人
参
、
甘

藷
等
を
対
象
品
目
と
し
た
実

証
圃
を
設
置
し
、
推
奨
品
目

の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
来

年
度
は
Ｊ
Ａ
小
林
と
連
携
し

て
夏
秋
き
ゅ
う
り
の
モ
デ
ル

事
業
に
取
り
組
む
。

○
観
光

問　
こ
れ
ま
で
と
の
変
化
は
。

答　
環
境
省
の
「
国
立
公
園

満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
従

畑
作
営
農
の
推
進
は
何
を
基
幹
と
す
る
の
か

畑
作
営
農
の
推
進
は
何
を
基
幹
と
す
る
の
か

い
関
連
事
業
を
進
め
て
お
り
、

今
後
も
神
話
、
伝
説
、
伝
統

行
事
等
を
活
用
し
た
観
光
客

誘
致
を
進
め
る
。

○
デ
マ
ン
ド
交
通

問　
ど
の
よ
う
な
形
で
の
導

入
を
考
え
て
い
る
か
。

答　
地
元
と
調
整
を
し
な
が

ら
、
他
の
自
治
体
事
例
も
調

査
し
早
期
構
築
を
目
指
す
。

○
小
学
校
建
設

問　
考
え
に
変
化
は
な
い
か
。

答　
公
の
建
物
等
整
備
検
討

委
員
会
の
答
申
に
沿
っ
た
環

境
整
備
を
し
て
い
く
。

○
町
立
病
院

問　
眼
科
創
設
の
考
え
は
。

答　
医
師
確
保
等
可
能
か
検

討
す
る
。

○
特
定
外
来
生
物

・
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ

問　
防
除
対
策
は
。

答　
地
域
ぐ
る
み
に
よ
る
防

除
や
、
新
規
発
生
地
域
で
の

被
害
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

・
イ
ネ
ク
ロ
カ
メ
ム
シ

問　
大
量
に
発
生
し
て
か
ら

で
は
遅
い
。

答　
確
認
さ
れ
た
ら
、
大
量

発
生
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う

周
知
を
し
て
い
く
。

・
コ
モ
チ
カ
ワ
ツ
ボ

問　
生
殖
機
能
が
失
わ
れ
る

こ
と
で
蛍
が
い
な
く
な
る
。

答　
長
靴
や
網
類
の
乾
燥
、

加
熱
消
毒
に
よ
り
除
去
す
る

こ
と
を
周
知
し
て
い
く
。

・
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク

問　
放
置
さ
れ
て
い
る
の
で

は
。

答　
更
な
る
啓
発
を
行
っ
て

い
く
。

○
環
境
整
備

問　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
刈
り

取
っ
た
草
木
の
処
分
は
。

答　
少
量
の
場
合
は
一
般
廃

棄
物
と
し
て
収
集
処
理
を
行

い
、
多
量
の
場
合
は
一
任
し

て
い
る
。

問　
す
ぐ
や
る
課
あ
る
い
は

係
の
設
置
は
。

答　
予
定
は
な
い
。

○
養
鶏
業
者
支
援

問　
防
護
ネ
ッ
ト
及
び
機
械

器
具
導
入
の
補
助
状
況
は
。

答　
国
の
事
業
等
を
活
用
し
、

鶏
舎
や
資
機
材
の
整
備
、
高

病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
の
た
め
の
助
成
や
消
石

灰
の
配
布
を
行
っ
て
い
る
。

問　
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
発
生
時
の
支
援
は
。

答　
発
生
農
家
に
は
、
経
営

再
開
の
た
め
の
資
金
の
融
資

が
あ
り
、
万
一
に
備
え
家
畜

防
疫
互
助
基
金
支
援
事
業
も

あ
る
。
搬
出
制
限
や
、
移
動

制
限
を
受
け
た
農
家
に
つ
い

て
は
、
売
上
減
少
、
飼
料
費
、

輸
送
費
等
の
増
加
額
を
国
と

県
が
全
額
助
成
す
る
。

▲イネクロカメムシ
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ようこそ高原町へようこそ高原町へ シリーズ③

高原での暮らしは、どげんじゃひか？高原での暮らしは、どげんじゃひか？
山 崎   聡さんファミリー♦♦♦♦ ♦♦♦♦

○移住のきっかけを教えてください。

東京で約３０年間、その中で自然環境が豊かな

あきる野市で１０年ほど生活をしました。東京

とは思えない里山で野菜や米を作ったりしなが

ら地域の人たちとの交流を経験し、理想的な暮

らしだと感じていました。しかし通勤に片道１

時間半かかることや、仕事柄時間が不規則にな

るので、心身ともに健康に過ごすことを考えて

宮崎の実家の都合などもあり予定より１０年早

く移住を決めました。

○実際に高原町に住んでみていかがですか？

生活する上で特に不便を感じることはありませ

ん。出身が兵庫県で六甲山系の麓で育ったせい

か平野部が苦手で近くに山がある所が落ち着き

ます。それ故に霧島連山が見渡せる高原町は住

み心地がとても良いです。最近では宮崎から高

原に向かっている途中だんだん高千穂峰が近づ

いてくるのを見ると帰ってきたと実感するよう

になりました。

○移住してよかったことは？

今までとは全く違う仕事を始めて日々勉強中なのですが、周りにいる方々それぞれ自分にはないスキルを持って

いて教えてくれるので生活する力がついたように思います。あとは近くに温泉があり肉、野菜、米などが（お酒も）

美味しいので疲れていてもすぐに回復できます 。

○高原町に来て驚いたことは？

思っていた以上に言葉の聞き取りが難しくて苦労しています。単語自体も違ったり、わりと早口で語尾を省略し

たりするので今でも理解できないことが多いです。同じ日本なのにこんなに違うのかと驚きました。

○お気に入りの場所は？

一番よく行く場所は自宅からも近い狭野神社で参道を歩くと、とても気持ちがよく散歩コースになっています。

また高原町は意外と広くていろんな場所から見渡せる四季折々の霧島連山が気に入っています。

○これからの移住者へのアドバイスは？

まだまだ人にアドバイス出来るほど余裕がありませんが、何かの縁で高原町に住むことになった場合、やはりそ

この地域の生活習慣、価値観など理解した上で自分のやりたい事を楽しんでやれば良いかと思います。

編
集
後
記

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

翻
弄
さ
れ
、
生
業
や
く
ら

し
に
大
き
な
影
響
を
受
け

ま
し
た
。
町
立
病
院
に
お

い
て
は
、
県
の
要
請
を
受

け
、
コ
ロ
ナ
病
床
６
床
を

確
保
し
、
患
者
の
受
け
入

れ
を
行
い
ま
し
た
。
結
果
、

国
か
ら
コ
ロ
ナ
病
床
補
助

金
が
交
付
さ
れ
、
令
和
２

年
度
は
町
か
ら
の
繰
り
入

れ
も
な
く
て
済
み
ま
し
た
。

今
、
病
院
で
は
経
営
改
革

と
し
て
病
床
17
床
の
休
床

を
行
う
な
ど
取
り
組
み
が

始
ま
っ
て
お
り
、
今
後
の

経
営
改
善
に
期
待
し
た
い
。

　
　
　

 

（
中
村　
　

昇
）
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